
シ
ル
バ
ー
に
於
い
て
も
教
育
が
必
要
！

地
区
懇
談
会
が
終
っ
た
後
の
、

場
外
で
の
議
論
！
に
加
わ
っ
た
。

（
関
連
記
事
は
6
ペ
ー
ジ
）

マクドナルドへ
行ってきました

IH体験 5頁

賛助会員様から 2頁

安全研修会 5頁

発注者様から 2頁

健康体操 5頁

健康体操

SP自己啓発 3頁
介護講習 6頁

普通救命 5頁

職場訪問 4頁

突
撃
レ
ポ
ー
ト
、　

潜
入
、

生
の
声
を
聞
き
た
い
！
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西
武
園
ゆ
う
え
ん
ち

支
配
人　

新
井　

和
夫

日
頃
か
ら
、

宴
会
等
で
当

園
レ
ス
ト
ラ

ン
・
モ
ン
ヴ 

ェ
ー
ル
を
ご

利
用
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
西
武
園
ゆ
う
え
ん
ち
」
は
、
お
子
様

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
く
ご
利
用
い
た

だ
け
る
自
然
豊
か
な
遊
園
地
と
し
て
、
皆

様
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
武
グ
ル
ー
プ
は
、
昨
年
か
ら
「
出
か

け
る
人
を
、
ほ
ほ
え
む
人
へ
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
地
域
密
着
の
サ
ー
ビ
ス
や
お
客
様
に

感
動
を
与
え
る
遊
園
地
の
仕
事
は
ま
さ
に

「
人
を
思
う
仕
事
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

遊
園
地
で
は
、
春
の
花
見
時
期
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
夏
の
プ
ー
ル
、
冬
の

ス
ケ
ー
ト
、
秋
か
ら
春
ま
で
の
釣
り
等
で

営
業
は
閑
散
と
繁
忙
日
の
差
が
激
し
く
、

雇
用
の
問
題
で
は
一
年
を
通
し
て
正
社
員

と
し
て
固
定
す
る
に
は
大
変
リ
ス
ク
の
多

い
事
業
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
事
業
の
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
の
方
々
に
は
、
植
栽
の
剪

定
・
釣
り
営
業
・
清
掃
等
、
繁
忙
時
期
・

時
間
に
応
じ
て
就
業
し
て
い
た
だ
き
、
お

客
様
に
快
適
な
環
境
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
う
え
で
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
と
い
わ
れ
実
際
に
遊
園
地

の
入
園
者
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
西

武
園
ゆ
う
え
ん
ち
は
、
ス
リ
ル
の
あ
る
遊

具
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
を
活
か
し
、
団

魂
の
世
代
以
上
の
皆
様
に
も
親
し
み
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や

福
寿
草
、
芝
桜
な
ど
季
節
ご
と
に
楽
し
め

る
「
花
」
を
テ
ー
マ
に
環
境
整
備
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
植
栽
の
剪
定
は
、
４
名

の
会
員
さ
ん
が
就
業
し
て
い
ま
す
。
春
・

初
夏
に
は
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
花
木
も
見
栄

え
の
す
る
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
釣

り
営
業
で
も
約
半
年
間
、
貴
重
な
戦
力
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

人
生
の
大
先
輩
で
あ
る
会
員
の
方
の
対

応
は
、
常
連
の
お
客
様
や
お
子
様
へ
の
接

客
等
、
た
い
へ
ん
お
手
本
に
な
る
こ
と
ば

か
り
で
す
。「
豊
か
な
経
験
を
社
会
の
た

め
に
」
と
い
う
理
念
通
り
、
こ
れ
か
ら
も

所
沢
市
内
の
多
く
の
事
業
所
で
会
員
の
皆

様
が
活
躍
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
も
元
気
な
皆
様
と
一
緒
に
所
沢

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ば
生
意
気
な
若
僧
に
映
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
会
員
様
と
の
歳
の
差

が
40
歳
か
ら
50
歳
は
離
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
員
様
の
事
故
処
理
等
で
訪

問
し
、
打
合
わ
せ
を
し
た
り
、
お
話
を
さ

せ
て
頂
く
限
り
で
は
、
何
の
年
齢
的

ギ
ャ
ッ
プ
も
無
く
、
円
滑
に
や
り
取
り
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
会
員
の
方
は
実
に
感
性
が

若
く
、
お
仕
事
に
対
す
る
強
い
責
任
感
を

お
持
ち
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。ま
た
、

現
役
時
代
の
お
仕
事
の
様
子
や
戦
中
・
戦

後
の
様
子
を
リ
ア
ル
に
想
像
さ
せ
る
べ
く

お
話
を
頂
き
ま
し
た
事
は
、
私
の
よ
う
な

若
輩
者
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
役
に
立
つ

事
ば
か
り
で
大
変
有
り
難
く
、
会
員
一
人

ひ
と
り
の
人
生
観
が
新
鮮
に
伝
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
得
ま
し
た
事
は
、
私
共
の

貴
重
な
財
産
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
会
員
数
2
，０
０
０
名
を
超
す

大
き
な
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
な
り

ま
し
た
が
、
私
は
会
員
の
個
々
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
と
パ
ワ
ー
が
結
集
し
て
、
セ

ン
タ
ー
を
構
築
し
て
い
る
と
信
じ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
ど
う
か
ご
健
康
に
留
意

さ
れ
、
安
全
第
一
の
も
と
、
お
仕
事
に
励

ま
れ
る
事
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

㈲
ミ
サ
ワ
保
険
サ
ー
ビ
ス

　
　

代
表
取
締
役　

見
澤　

芳
昭

弊
社
は
、
㈳
所
沢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
様
と
20
数
年
前
か
ら
、
保
険
を
通

じ
多
く
の
会

員
、
役
員
、
職

員
の
皆
様
方

と
深
く
関
わ

り
を
持
ち
、

セ
ン
タ
ー
の

賛
助
会
員
と

し
て
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
長
き

に
亘
り
セ
ン
タ
ー
と
お
仕
事
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
事
は
、
光
栄
で
あ
り
深
い
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
共
が
セ
ン
タ
ー
様
を
は
じ
め
て
担
当

さ
せ
て
頂
い
た
時
は
、
会
員
数
が
400
名
を

超
え
た
時
期
で
し
た
。
当
時
、
私
は
20
代

半
ば
の
若
僧
、
思
う
に
会
員
様
か
ら
見
れ

豊
か
な
経
験
を
活
か
し
て

発
注
者
さ
ま
よ
り

感
性
と
責
任
感　

賛
助
会
員
さ
ま
よ
り



（3）  シルバーところざわ 2007.4.25 発行 第 98 号

Ｑ
、
事
故
を
起
こ
し
、
パ
ニ 

ッ
ク
に
な
っ
て
班
長
へ
の
連

絡
が
遅
く
な
り
、
迷
惑
を
掛

け
た
。
事
故
報
告
の
方
法
、

手
順
を
、
で
き
れ
ば
シ
ス
テ

ム
化
す
る
こ
と
を
提
案
。

Ａ
、
事
故
を
起
こ
す
と
パ
ニ 

ッ
ク
状
態
に
お
ち
い
る
事
は

よ
く
あ
り
ま
す
が
、
大
事
な

事
は
、
就
業
中
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
、
近
く
に
い
る
会
員
や

就
業
先
の
人
に
知
ら
せ
る
と

同
時
に
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局

に
通
報
す
る
事
で
す
。

就
業
先
と
の
往
復
途
上
事
故
で
、
自
分
で

通
報
で
き
な
い
場
合
は
、
近
く
に
い
る
人

に
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

『
安
全
就
業
必
携
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
常

に
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

通
報
を
受
け
た
時
は
、
セ
ン
タ
ー
は
事

故
状
況
に
応
じ
、
適
宜
対
応
す
る
体
制
が

で
き
て
い
ま
す
。

※
事
故
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
相
談
、
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
い
つ
で
も

気
楽
に
安
全
適
正
就
業
推
進
員
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

SP
自
己
啓
発
講
習
会

　

私
た
ち
の
強
み

新
所
沢
地
区　

五
十
嵐　

翠

３
月
20
日
、
自
己
啓
発
の
テ
ー
マ
で
庄

司
一
之
講
師
の
話
を
聞
き
、
８
班
に
分
か

れ
て
分
団
学
習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
者
が
熱
意

に
満
ち
、
シ
ル
バ
ー
の
力
と
技
を
100
％
以

上
発
揮
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
感
動
し
、

内
容
を
私
な
り
に
ま
と
め
ま
し
た
。

①
シ
ル
バ
ー
の
強
み
は
、
多
様
な
価
値
観

を
持
つ
方
々
と
、
長
年
の
経
験
を
活
か
し

て
対
応
で
き
る
こ
と
。

② 

補
助
的
、
助
言
的
な
作
業
も
、
進
ん
で

協
力
し
、
真
面
目
な
勤
務
態
度
と
共
に
判

断
力
も
あ
る
こ
と
。

③
人
と
し
て
の
情
感
の
豊
か
さ
を
持
ち
、

忍
耐
を
持
っ
て
自
分
が
満
足
す
る
仕
事
を

仕
上
げ
ら
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
講
師
の
指
導
で
自
画
像
・
傾

聴
・
明
解
な
表
現
・
感
情
の
取
扱
い
・
自

己
開
示
の
グ
ラ
フ
を
作
り
、
自
分
の
傾
向

を
知
っ
た
こ
と
は
興
味
が
あ
り
、
い
ま
の

時
代
に
役
立
つ
こ
と
で
あ
る
。

「
結
語
」
古
代
に
女
神
ア
テ
ナ
が
救
世

主
と
な
っ
た
よ
う
に
、
現
在
の
シ
ル
バ
ー

は
、
メ
ン
タ
ー
（
成
熟
し
た
年
長
者
・
支

援
者
）
で
あ
り
た
い
。

私たち六人、がんばりま～す！ 広報部会
広報部会では「現場を知ることも大事では」
と都合がつくかぎり、地区懇談会・講習会・職
群班・その他の会合に参加するよう努め、会員
からの投稿をよりサポートした内容にしたいと
考えています。今号から、意見、要望も含めた、
Ｑ＆Ａコーナーを設け「会員からの声にお答
えします」を試みました。会員の皆様の知りたい
事、分らない事、意見、要望をこのコーナーを
通してセンターや関係者からお答えすることで、
身近なものとして定着させたいと思います。
※疑問、質問、意見などをお寄せください。

Ｑ＆Ａコーナー
会員からの質問にお答えします。 理　事　会　報　告

（第9回～11回の主な議事報告）

平成18年度（第9回）理事会
 開催日　平成18年11月30日（木）
＊審議事項
１．新入会員登録者 32人　退会者 10人、
 　登録会員総数 2090 人となった。
２．平成 20年 10月 20 日でセンター設立 30周
年を迎えるに伴い記念行事等の開催のため委
員会を設置する案…承認。

＊報告事項
 １．各部会・委員会活動状況について。

平成18年度（第10回）理事会
　開催日　平成 18年 12月 27日（水）
＊審議事項
１．新入会員登録者 21人　退会者 10人
 　登録会員総数 2101 人となった。
２．個人情報保護に関する規定の制定について
…承認。

＊報告事項
 １．各部会・委員会活動状況について。
 ２．平成 19年度定期総会及び懇親会について。

平成18年度（第11回）理事会
　開催日　平成 19年１月 31日（水）
＊審議事項
 １．新入会員登録者数 14人　退会者８人
  　　登録会員総数 2107 人となった。
 ２．平成 18年度収支補正予算について…承認。
＊報告事項
　１．安全研修会の案内について。
 ２．中・長期基本計画推進について。

　　　　　　　　　　　　　（田中記）
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よ
う
や
く
眠
り
か
ら
覚
め
た
街
を
、
緑

町
４
丁
目
交
差
点
の
角
に
あ
る
『
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
新
所
沢
店
』
に
向
か
う
。
早
朝
と

い
う
の
に
店
の
横
側
に
あ
る
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
の
窓
口
に
は
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
買

う
車
が
２
、３
台
並
び
、
お
客
も
ち
ら
ほ

ら
出
入
り
し
て
い
る
。
店
の
中
に
は
忙
し

そ
う
に
動
く
人
影
が
見
え
、
外
で
は
ほ
う

き
を
持
っ
た
人
が
片
付
け
た
り
、
掃
除
を

し
た
り
し
て
い
る
。

７
時
に
な
っ
た
の
で
外
で
働
い
て
い
る

方
に
声
を
か
け
る
と
、
会
員
の
和
田
さ
ん

で
あ
っ
た
。
店
長
の
石
岡
さ
ん
は
ま
だ
仕

事
の
手
が
離
せ
な
い
の
で
、
取
り
敢
え
ず

会
員
の
五
十
嵐
さ
ん
と
和
田
さ
ん
に
控
え

室
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
お
二

人
の
話
を
伺
う
こ
と
に
な
っ
た
。
お
二
人

は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
仕
事
に
大
変
満
足
し

て
お
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
説
明
し
て
く
だ

さ
っ
た
。

仕
事
は
朝
６
時
か
ら
９
時
ま
で
の
３
時

間
、
開
店
準
備
、
掃
除
、
搬
入
、
ご
み
処

理
、
植
木
の
水
や
り
、
棚
・
冷
蔵
庫
の
中

の
整
理
と
多
種
多
様
に
わ
た
り
、
そ
れ
ら

を
決
め
ら
れ
た
手
順
で
こ
な
し
て
い
く
。

従
業
員
の
他
に
入
れ
替
わ
り
の
多
い
ア
ル

バ
イ
ト
の
人
た
ち
が
い
る
の
で
、
古
い
人

も
新
し
い
人
も
同
じ
よ
う
に
即
戦
力
と
な

る
よ
う
に
と
様
々
な
面
で
配
慮
が
行
き
届

き
、
時
間
が
勝
負
の
仕
事
だ
け
に
無
駄
な

時
間
と
作
業
に
無
駄
を
作
ら
な
い
よ
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
あ
る
。
例
え
ば
材
料

が
入
れ
て
あ
る
棚
や
冷
蔵
庫
の
中
は
仕
事

の
手
順
通
り
に
、
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
が

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
配
置

で
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
、

新
人
で
も
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
一
方
調
理
の
面
で
は
衛
生
面
、
賞
味

期
限
を
考
え
な
が
ら
味
の
一
定
化
、
熱
の

温
度
の
一
定
化
が
徹
底
さ
れ
て
い
て
、
働

く
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

こ
な
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
キ
ビ
キ
ビ
と
働
い
て
明
る
い
職
場

に
し
て
い
る
。

作
業
の
面
、
働
く

人
の
精
神
面
と
も
に

徹
底
的
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
さ
れ
た
中
で
、

ほ
ぼ
理
想
に
近
い
形

で
進
め
ら
れ
て
い
る

企
業
の
姿
勢
を
見
る
。

マ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
と

い
う
言
葉
が
生
ま
れ

る
原
点
は
こ
こ
に
あ 

っ
た
と
感
じ
る
。
途

中
か
ら
、
店
長
の
石
岡
さ
ん
が
入
っ
て
こ

ら
れ
、「
高
齢
者
は
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と

を
確
実
に
や
っ
て
も
ら
え
る
。
手
を
抜
か

な
い
、
や
っ
た
こ
と
へ
の
確
認
も
し
っ
か

り
し
て
い
る
と
い
う
特
性
が
あ
り
、
こ
こ

で
は
老
人
力
が
有
効
に
活
用
で
き
て
い

る
」
こ
と
と
、『
仕
事
を
さ
せ
て
あ
げ
る
、

さ
せ
て
も
ら
う
』
の
関
係
で
は
な
く
、
高

齢
者
と
い
う
線
引
き
を
し
な
い
で
、
老
人

も
壮
年
も
若
者
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生

か
し
な
が
ら
共
生
し
て
仕
事
を
す
る
と
い

う
考
え
方
で
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
た
。

私
は
石
岡
さ
ん
の
新
し
い
考
え
方
に
強

い
感
銘
を
受
け
た
。

最
後
に
会
員
の
お
二
人
は
「
若
い
人
の

『
イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
セ
ー
』、

『
ア
リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
シ

タ
』
と
い
う
声
か
け
が
、
小

鳥
の
さ
え
ず
り
の

よ
う
に
聞
こ
え
る

ん
で
す
よ
。
そ
の

せ
い
か
お
店
の
周
り
に
は
よ
く

小
鳥
が
き
て
、
ピ
ョ
コ
ピ
ョ
コ

と
歩
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と

ニ
コ
ニ
コ
話
さ
れ
て
い
た
。

す
っ
か
り
明
る
く
な
っ
た
街
を

通
り
な
が
ら
、
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
気
持
ち
で
帰
路
に
着
い
た
。

 

（
中
村
記
）

「
寺
子
屋
教
育
」
と
「
往お
う
ら
い
も
の

来
物
」

江
戸
時
代
の
識
字
率
は
間
違
い
な
く
世

界
一
だ
っ
た
。
そ
れ
は
庶
民
の
教
育
が
民

間
で
自
由
に
運
営
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
上
方
は
寺
子
屋
、
江
戸
で
は
手
習
い

と
呼
び
、
子
は
七
歳
前
後
に
入
門
し
、
師

匠
の
手
本
で
読
み
書
き
を
学
ん
だ
。

教
育
法
は
個
人
授
業
で
、
そ
の
子
の
能

力
に
合
わ
せ
て
進
み
、「
い
ろ
は
」
を
覚

え
る
と
漢
字
を
覚
え
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
内
容
の
「
往
来
物
」
と
呼
ば
れ
る
教
科

書
を
使
う
。
こ
れ
は
漢
字
の
読
み
方
と
習

字
の
手
本
と
な
り
、
さ
ら
に
実
用
知
識
ま

で
も
得
る
内
容
だ
っ
た
。「
往
来
物
」
は

職
業
に
密
着
し
た
も
の
が
多
く
使
わ
れ
、

農
村
地
帯
な
ら「
百
姓
往
来
」を
用
い
、鋤
、

鍬
、
稲
、
桑
、
大
根
な
ど
の
文
字
が
な
ら

び
、
種
蒔
き
時
期
や
肥
料
の
や
り
方
か
ら

収
穫
に
至
る
ま
で
農
業
知
識
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
漁
村
で

は
「
船
方
往
来
」、
職
人
用
で
は
「
番
匠

往
来
」
な
ど
が
使
わ
れ
た
。

教
科
書
は
現
存
す
る
だ
け
で
七
千
種
類

以
上
も
あ
り
、
そ
の
う
ち
千
種
類
程
は
女

子
用
で
あ
る
。
こ
の
時
代
も
女
子
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 （
志
賀
記
） 

薄は
く
が
く
だ
わ
ー

学
駄
話
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会
員
事
故
撲
滅
を
目
指
し
て

安
全
研
修
会
を
開
催　
　

安
全
就
業
推
進
員

会
員
安
全
就
業
推
進
委
員
会
で
は
、

２
月
21
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

所
沢
市
文
化
会
館
３
階
で
平
成
18
年
度
安

全
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
89
名
で
し
た
。

講
師
に
は
所
沢
警
察
署
交
通
課
高
山
巡

査
部
長
、
ミ
サ
ワ
保
険
サ
ー
ビ
ス
見
澤
代

表
取
締
役
を
招
き「
高
齢
者
の
交
通
安
全
」

「
シ
ル
バ
ー
保
険
の
仕
組
み
」
に
つ
い
て
、

ビ
デ
オ
を
交
え
な
が
ら
、
熱
の
こ
も
っ
た

有
意
義
な
講
演
で
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
の
事
故
数
は
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
18
年
度
１
月
末
現

在
で
発
生
件
数
は
21
件
、
就
業
中
の
事
故

が
約
70
％
、
就
業
途
上
の
事
故
が
約
30
％

で
す
。
全
国
的
に
も
昨
年
の
交
通
事
故
死

者
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合

が
44
％
を
超
え
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

研
修
会
を
契
機
に
、
決
意
を
新
た
に
一

丸
と
な
っ
て
事
故
撲
滅
に
取
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
一
層
の

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健
康
体
操
講
習
会
に
参
加
し
て

富
岡
地
区　

小
林　

八
恵
子

運
動
に
は
縁
が
な
い
私
で
す
が
、
こ
の

度
、
健
康
体
操
講
習
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
長
谷
川
先
生
の
分
か
り

易
い
説
明
で
、
楽
し
く
体
操
を
教
わ
り
ま

し
た
。
運
動
に
は
有
酸
素
運
動
と
無
酸
素

運
動
が
あ
り
ま
す
。

有
酸
素
運
動
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

が
あ
り
ま
す
。
長
い
時
間
、
弱
い
運
動
を

し
て
血
管
を
増
や
し
、
栄
養
を
体
の
す
み

ず
み
ま
で
行
き
渡
ら
せ
る
の
が
目
的
で
す
。

無
酸
素
運
動
は
短

時
間
に
激
し
い
運
動

を
し
て
筋
力
を
つ
け

ま
す
。

今
ま
で
健
康
と
い

う
と
、
食
べ
物
に
ば
か
り
目

が
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
体

に
適
し
た
運
動
を
習
慣
づ
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
知

り
ま
し
た
。
中
高
年
女
性
に

多
い
と
い
わ
れ
る
膝
痛
予
防

の
筋
力
を
鍛
え
る
体
操
も
と

て
も
役
に
立
つ
と
思
い
ま
し

た
。〝
継
続
は
力
な
り
〞
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

中
央
地
区　

田
中　

輝
子

や
わ
ら
か
な
日
差
し
の
３ 

月
９
日
、
東
京
電
力
所
沢
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｈ
体

験
見
学
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
体
験
ル
ー
ム
に
は
３
台

の
Ｉ
Ｈ
調
理
器
が
完
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
東
京
電
力
の

方
の
指
導
で
、
三
角
巾
、
エ

プ
ロ
ン
姿
の
参
加
者
は
二
班

に
分
れ
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ボ
タ
ン

一
つ
で
温
度
調
節
、
消
し
忘
れ
防
止
等
が

で
き
、
最
近
忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
た
身

と
し
て
は
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
お
鍋
を

置
い
て
い
る
所
以
外
は
熱
く
な
ら
ず
、
揚

げ
物
で
ハ
ネ
ル
時
に
は
鍋
の
上
に
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
を
被
せ
た
り
、
回
り
が
熱
く

な
り
過
ぎ
れ
ば
、タ
オ
ル
で
囲
ん
だ
り
と
、

ガ
ス
調
理
器
で
は
想
像
も
つ
か
ず
驚
き
で

し
た
。
焼
魚
も
両
面
焼
き
で
、
返
す
必
要

が
な
い
の
で
崩
れ
も
な
く
、
ふ
っ
く
ら
と

し
て
い
る
感
じ
で
す
。
個
々
に
、
も
や
し

炒
め
を
体
験
し
ま
し
た
が
、
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
感
が
あ
り
皆
美
味
し
い
と
い
た
だ
き
、

満
足
度
100
％
!!　

今
ま
で
、
テ
レ
ビ
で
の

知
識
で
し
た
が
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

山
口
地
区　

渡
辺　

幸
雄

自
己
中
心
で
、
仕
事
の
み
に
専
念
し
て

き
ま
し
た
が
、
無
事
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

を
卒
業
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
り
、
３
月

10
日
の
（
普
通
救
命
講
習
会
）
の
案
内
を

い
た
だ
き
、
参
加
し
ま
し
た
。

森
田
局
長
の
挨
拶
の
後
、
消
防
署
の
指

導
員
に
よ
る
講
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
生
涯
の
負
傷
者
」
を
回
避
す
る
に
は
、

「
早
い
119
番
通
報
」
と
救
急
車
が
来
る
ま

で
の
「
応
急
処
置
」、
脳
が
酸
素
な
し
で

耐
え
ら
れ
る
の
は
約
４
分
が
勝
負
、
居
合

わ
せ
た
人
に
よ
る
応
急
処
置
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
、等
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

人
形
を
相
手
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
電
気
シ
ョ
ッ

ク
）
の
使
い
方
、人
工
呼
吸
（
心
肺
蘇
生
）、

気
道
異
物
除
去
、他
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

私
も
最
初
は
ぎ
ご
ち
な
さ
や
恥
ず
か
し

さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
指
導
員
の
熱
心
さ

に
お
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
本
番
さ
な
が

ら
の
実
務
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。

と
っ
さ
の
応
急
手
当
で
負
傷
者
の
方
が

無
事
回
復
さ
れ
れ
ば
こ
の
上
な
い
喜
び
と

思
い
ま
す
。こ
の
講
習
で
消
防
署
の
方
々
、

事
務
局
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と

を
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

Ｉ
アイエッチ

Ｈ体験・見学会

普
通
救
命
講
習
会

健 康 体 操

安
全
研
修
会
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懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇
中
央
地
区

１
月
27
日
（
日
）
出
席
会
員
73
名

◇
新
所
沢
東
地
区

１
月
30
日
（
火
）
出
席
会
員
32
名

◇
新
所
沢
地
区

2
月
4
日
（
日
）「
ぎ
ょ
う
ざ
の
満
州
」

に
て
。　
　
　
　

出
席
会
員
52
名

◇
所
沢
地
区

２
月
16
日
（
金
）
出
席
会
員
23
名

各
地
区
で
の
報
告
内
容
と
質
疑

理
事
長
挨
拶
：
会
員
の
就
業
意
欲
に
関
す

る
感
謝
、
団
塊
世
代
の
入
会
対
応
、
事
故

減
少
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
話
す
。

主
な
質
疑
：

Ｑ
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
有
料
の
自

転
車
管
理
業
務
等
受
託
し
て
は
ど
う
か
？

Ａ
、
近
隣
市
Ｓ
Ｃ
が
自
転
車
管
理
を
行
っ

て
い
る
と
の
由
、詳
細
を
調
べ
て
み
ま
す
。

Ｑ
、
植
木
作
業
は
確
定
申
告
不
要
か
？

Ａ
、雑
所
得
と
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
方
法
の
説
明
等
は
来
年
度
、
同

時
期
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
に
掲
載
を
予
定
。

シ
ル
バ
ー
会
員
の
生
の
声
を
聞

い
て
み
た
い
と
、
地
区
懇
談
会
に

潜
入
し
、
取
材
を
試
み
た
。

理
事
長
、
専
務
の
挨
拶
の
後
、
渡

邊
創
出
担
当
か
ら
は
、
今
年
任
期

満
了
に
な
る
こ
と
、
自
分
が
し
り

込
み
す
る
仕
事
は
請
け
な
い
方
針

で
あ
っ
た
こ
と
、
築
城
３
年
・
落

城
３
日
、
信
用
が
大
事
で
あ
る
こ

と
を
強
調
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
懇

親
会
が
始
ま
り
、
個
別
に
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

《
広
報
へ
の
要
望
》

＊
職
場
を
ま
わ
っ
て
、
様
子
を
情

報
と
し
て
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

＊
仕
事
の
情
報
が
知
り
た
い
。

＊
温
暖
化
、
地
球
環
境
問
題
は
深

刻
で
あ
る
。
広
報
誌
で
も
取
り
上
げ
て
も

ら
い
た
い
。

《
仕
事
へ
の
い
ろ
い
ろ
な
気
持
》

＊
シ
ル
バ
ー
で
週
２
日
働
き
、
お
年
寄
り

に
食
事
を
運
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

る
。妻
と
は
別
の
世
界
で
動
い
て
い
る
が
、

そ
れ
が
却
っ
て
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。

＊
運
輸
関
係
で
働
い
て
い
た
が
、
ま
っ
た

く
違
う
仕
事
を
体
験
し
た
か
っ
た
。

＊
１
日
２
時
間
、
駐
輪
場
の
整
理
を
し
て

い
る
、
信
頼
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
与
え

ら
れ
た
仕
事
に
責
任
を
持
っ
て
や
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
る
。

＊
５
年
の
就
業
期
限
が
満
了
に
な
り
、
職

を
辞
め
る
が
、雇
い
側
か
ら
は
希
望
さ
れ
、

自
分
も
続
け
た
い

＊
依
頼
先
も
、
本
人
も
継
続
の
意
思
が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
一
方
的
に
就
業
期
限
満

了
を
通
達
し
、
返
事
が
な
い
と
い
う
。
働

く
人
に
や
さ
し
い
対
応
が
で
き
な
い
の
か
。

＊
ス
ー
パ
ー
に
勤
務
中
、
請
け
て
い
な
い

仕
事
を
依
頼
さ
れ
た
。
書
類
を
見
せ
説
明

し
た
が
聞
い
て
貰
え
ず
、
指
示
に
従
っ
た

が
、
納
得
が
ゆ
か
ず
仕
事
を
辞
め
た
。

先
方
の
担
当
者
も
い
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

＊
家
事
援
助
に
従
事
、
週
１
回
、
２
箇
所

行
っ
て
お
り
、
依
頼
元
か
ら
と
て
も
感
謝

さ
れ
て
い
る
、
シ
ル
バ
ー
の
名
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。
継
続
的
な
発

注
と
突
発
的
な
も
の
と
で
は
料
金
が
異
な

る
こ
と
を
、
発
注
者
が
知
ら
な
か
っ
た
。

＊
個
別
訪
問
で
シ
ル
バ
ー
の
広
報
誌
を
配

達
し
て
い
る
。
や
は
り
顔
を
あ
わ
せ
て
一

言
二
言
話
を
す
る
の
が
最
高
だ
。

《
シ
ル
バ
ー
に
於
い
て
も

　
　
　

教
育
が
必
要
！
》

＊
会
社
で
威
張
っ
て
い
た
人
向
け
、
過
去

と
の
決
別
教
育
！　

就
業
に
際
し
て
は
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
態
度
が
大
切
。

＊（
女
性
よ
り
）、
男
性
の
方
々
は
特
に
教

育
が
必
要
の
よ
う
ね
。（
阪
口
・
中
村
記
）

介
護
講
習
会
に　
　

参
加
し
て　

　
　
　
　
　

新
所
沢
地
区　

吉
沢　

明

３
月
12
日
、
13

日
の
２
日
間
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

主
催
の
介
護
講
習

会
、「
障
害
の
あ
る

方
と
共
に
考
え
、
共

に
楽
し
め
る
社
会
参
加
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
、
講
師
に
は
彩
の
風
・
武
藤
康
美
氏

及
び
ト
レ
ー
ナ
ー
２
名
指
導
で
【
障
害
者

を
と
り
ま
く
社
会
環
境
】【
移
動
介
護
の

目
的
】【
視
覚
障
害
者
へ
の
接
し
方
】
等

の
講
義
を
受
け
、
そ
の
後
受
講
者
が
ペ
ア

に
な
り
、
移
動
介
護
の
基
本
技
術
を
習
得

し
た
。

２
日
目
は
障
害
者
（
車
椅
子
生
活
者
）

の
外
出
介
助
の
講
義
を
受
け
た
。

こ
の
講
習
で
、
武
藤
講
師
自
身
が
人
生

の
中
途
か
ら
半
身
麻
痺
と
い
う
ハ
ン
デ
を

負
っ
た
事
を
も
の
と
も
せ
ず
、
車
椅
子
生

活
を
送
り
な
が
ら
、
障
害
は
明
日
は
我
が

身
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
下
さ
っ
た
。
そ

し
て
私
自
身
も
介
護
が
必
要
な
人
々
に
助

力
し
た
い
と
痛
感
し
た
。
貴
重
な
体
験
の

機
会
を
計
画
し
て
下
さ
っ
た
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新所沢懇談会潜入レポート

地
区  

だ 

よ 

り



（7）  シルバーところざわ 2007.4.25 発行 第 98 号

絵画、書、陶芸、

編物、手工芸品、

写真、盆栽、山

野草など

絵画、書、陶芸、

編物、手工芸品、

写真、盆栽、山

野草など

中
央
地
区　
　
　

鈴
木
家
得

好
天
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
受
付
に

て
茶
菓
子
を
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
席
へ
。

用
意
さ
れ
た
椅
子
席
が
不
足
す
る
ほ
ど

の
盛
況
で
し
た
。

一
、
婦
人
部
長　

五
社
氏
の
挨
拶

 

婦
人
部
各
分
野
で
の
活
躍
を
評
価

し
、
一
層
の
発
展
と
女
性
会
員
の
充
実

を
誓
い
ま
し
た
。

二
、
理
事
長
挨
拶　

秋
山
脩
氏

三
、
講
話
会　

 

　
「
消
費
ト
ラ
ブ
ル
」

　
　

講
師　
　
　

矢
野
豊
子
氏

先
物
取
引
、
金
融
マ
ル
チ
等
を
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
た
明
解
な
説
明
に
、
古
い
脳
味

噌
に
も
一
風
の
感
じ
で
し
た
。
ま
た
拡
大

す
る
魔
の
手
口
の
詐
欺
事
件
の
対
処
法
な

ど
、
熱
心
に
講
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

四
、 

綾
小
路
き
み
ま
ろ
・
ビ
デ
オ
上
映
。

き
み
ま
ろ
氏
の
的
を
射
た
毒
舌
、
ゼ
ス

チ
ャ
ー
に
爆
笑
、
ま
た
爆
笑
。

若
や
い
だ
雰
囲
気
の
内
に
閉
会
。

次
回
の
集
い
は
他
の
会
員
の
方
達
か
ら

の
就
業
の
実
情
な
ど
聞
け
た
ら
と
、
期
待

し
ま
す
。

見
に
来
て
く
だ
さ
〜
い
！

　
　

「
会
員
作
品
展
」

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
会
員
作
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

特
技
、
趣
味
な
ど
会
員
皆
様
の
腕
前
が
一

堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
数
の
皆

様
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
開
会
式
典
を
開
催
初
日
の
５
月
17
日

（
木
）午
前
９
時
よ
り
行
い
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
開
催
期
日　

19
年
5
月
17
日
（
木
）
〜
20
日
（
日
）

◎
開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
20
日（
日
）は
午
後
２
時
15
分
ま
で
）

◎
展
示
会
場　

所
沢
市　

第
二
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

所
沢
市
く
す
の
き
台
３
丁
目
18

－

１ 

（
西
武
・
所
沢
駅
東
口
よ
り
徒
歩
約
２
分
）

＊
会
場
の
専
用
駐
車
場
は
狭
い
の
で
、
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

（
岩
﨑
記
）

● サークルからのお知らせ ●
悠和会では、会員の親睦を図るための活動
の場として、サークルへ気軽に、また積極的
に入会をお願いしております。

カメラ、カラオケ、ゴルフ、小旅行、
太極拳、社交ダンス、ボウリング、手芸、
歌の会 ｢ひまわり ｣、植物を楽しむ会、  
しろがね吟詠会、所沢悠々詩吟の会

12サークルがあります。

各サークルの活動案内は、折込【別誌号】を
参照ください。

あ
と
が
き

春
か
ら
初
夏
へ
、
木
々
が
芽
吹
き
一
斉

に
花
が
咲
き
、
新
緑
が
萌
え
る
。
散
歩
の

途
中
、
形
よ
く
美
し
い
木
々
を
眺
め
て
い

る
と
気
持
ち
が
癒
さ
れ
る
。
植
木
の
剪
定

や
手
入
れ
が
よ
い
か
ら
だ
ろ
う
。

※
先
般
、
会
員
の
植
木
職
群
班
の
会
合
に

参
加
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
植
木
職
の
皆

さ
ん
は
誇
り
を
持
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

※
当
セ
ン
タ
ー
で
の
植
木
の
注
文
依
頼
は

多
く
、
繁
忙
期
に
は
３
ヶ
月
待
ち
の
状
態

と
か
で
待
ち
き
れ
ず
断
ら
れ
る
の
も
あ
る

そ
う
で
、
勿
体
無
い
話
で
あ
る
。
現
在
、

会
員
の
植
木
職
は
20
名
前
後
と
少
な
い
の

が
実
情
で
あ
る
。
技
能
が
必
要
の
植
木
職

は
計
画
的
に
養
成
し
な
が
ら
、
増
員
を
図

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

※
植
木
の
作
業
現
場
で
は
、
い
ろ
い
ろ
と

勉
強
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
も
聞
い
た
。

現
場
で
の
仕
事
、
お
客
様
か
ら
の
話
な
ど

を
、
ぜ
ひ
取
材
す
る
機
会
を
考
え
た
い
。

◆
広
報
部
で
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

誌
面
作
り
に
反
映
さ
せ
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
体
験
談
、
俳
句
・
短
歌
・
詩
・
川
柳
、

挿
絵
な
ど
、
皆
様
か
ら
の
積
極
的
な
ご
寄

稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（
岩
﨑
）

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

婦
人
部
の
集
い
に
参
加
し
て

「出展作品」

§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§

§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§§

§
§

§
§

§
§

§
§

§
§

§
§

§
§

§
§

§
§

§
§

§
§

§
§

§
§

§
§

§
§

§
§

√√√√√√

√√√√√√

√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√

√
√
√
√
√

√
√
√

√
√
√
√
√
√

√
√
√
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お
知
ら
せ

■
健
康
相
談
日

５
月
17
日
（
木
）　

午
後

６
月
21
日
（
木
）　

午
後

７
月
19
日
（
木
）　

午
後

■
就
業
相
談
日

 

毎
週
水
曜
日
（
午
後
１
時
〜
３
時
）、

就
業
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

未
就
業
会
員
の
方
は
是
非
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
6
年
間
お
勤
め
い
た
だ
い
た
渡
邊
就

業
開
拓
員
が
3
月
末
日
を
も
ち
退
職

し
ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

本
年
度
よ
り
更
に
就
業
開
拓
を
充
実

す
る
た
め
、
増
員
し
4
名
体
制
（
森

澤
氏
・
小
澤
氏
と
新
人
今
井
氏
・
福

田
氏
）
と
な
り
ま
す
。
会
員
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
平
成
19
年
度
会
費
徴
収
に
つ
い
て

（
平
成
19
年
度
定
期
総
会
後
）

セ
ン
タ
ー
の
正
会
員
会
費
（
1
2
0
0

円
）
と
悠
和
会
会
費
（
300
円
）
を
合
わ

せ
て
徴
収
と
な
り
ま
す
。
５
月
分
（
６

月
25
日
支
払
い
分
）
配
分
金
が
あ
る
方

は
そ
れ
よ
り
差
し
引
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
５
月
分
の

《シルバー豆宣伝》
   当センターでは、多数の人に幅広く宣伝をするために、
この度、街中や幹線道路及びセンター周辺、最寄りの駅 ( 所
沢駅・西所沢駅・航空公園駅・新所沢駅 ) 周辺の電柱にセ
ンターのイメージアップを兼ねた誘導案内板を設置して、
宣伝を行うことになりました。
皆様も普段電柱などに眼を向けることはあまりないと思
いますが、今日からはぜひ電柱にも眼を向けてセンターの
誘導案内板を見つけて下さい。さあ、何枚あるでしょう？

設
立
30
周
年
記
念
行
事

設
立
30
周
年
記
念
行
事

配
分
金
が
な
い
方
は
各
地
区
班
長
が
領

収
書
を
持
っ
て
徴
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊ 

詳
細
は
お
知
ら
せ
文
を
ご
覧
下
さ
い
。

準
備
始
ま
る
！

設
立
30
周
年
記
念
行
事

㈳
所
沢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

平
成
20
年
10
月
に
設
立
30
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
行
事
に
向
け
、
募
集

で
参
画
い
た
だ
け
た
メ
ン
バ
ー
で
４
月
に

「
設
立
30
周
年
記
念
行
事
委
員
会
」
を
設

置
し
、
準
備
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
会
員
皆
様
の
ご
協
力
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

___________________

____________________
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

〔平成 19年度定期総会のご案内〕

下記の通り定期総会を行います。

日　時　　

平成 19年５月 23 日（水）
午後１時 30分開始（受付１時より）

場　所　　

くすのきホール（所沢駅東口前）
皆様の参加をお願い申し上げます。


